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いよいよ今日から１年生！
　　　“ともだち”できたかな？
４月７日㈫、町内小中学校で入学式が行われ、小学校
494人、中学校400人の新入生を、青空と開花した桜
があたたかく迎えました。

野々市小学校1年３組

■ 春の火災防ぎょ訓練 …………… ２
■ 公園に出かけてみませんか …… ３
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　 二日市松任線開通　ほか ………１8

主な内容

　弥生時代の建物は、縄文時代から続く竪
たて

穴
あな

建
たて

物
もの

と掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

があり、一般的に

竪穴建物は居
きょ

住
じゅう

用、掘立柱建物は倉庫に使用したといわれています。竪穴住居は、

地面を掘りくぼめ、上に屋根をかけた半
はん

地
ち

下
か

式の建物です。

　金沢工業大学の近くにある高橋セボネ遺跡は、弥生時代後期のムラの遺跡で、

16棟の竪穴住居を発見しました。そのうちの４棟の住居からは大量の炭
たん

化
か

物
ぶつ

や焼
しょう

土
ど

の塊
かたまり

が見つかりました。炭化物は細長い形をしており、住居の中央から外へ向

かって放
ほう

射
しゃ

状
じょう

に広がっていました。この炭化物は上
うわ

屋
や

の建築部材と考えられ、火

事によって焼け落ちたと考えられます。

　昔も今も、火事には気をつけないと

いけませんね。

焼けた住居

弥生時代もこのような茅
かや

葺
ぶ

き住居
であったようです。（写真は縄文
時代の御経塚遺跡のもの）

焼失した痕
こん

跡
せき

をもつ竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

（高橋セボネ遺跡）

復元された竪穴住居
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第
19
回
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
南
砺
大
会

椿
が
つ
な
ぐ
人
の
輪

　

３
月
20
日
（
金
・
祝
）、
富
山
県
南
砺
市
で
開
催
さ
れ
た
第
19

回
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
協
議
会
総
会
と
日
本
ツ
バ
キ
協
会
総
会
に
、

町
か
ら
粟
町
長
は
じ
め
関
係
者
13
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
野
々
市

町
は
、
平
成
８
年
に
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
を
町
内
で
開
催
し
た
こ
と

を
契
機
に
、
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。
総

会
に
先
立
ち
、
理
事
会
で
は
、
13
市
町
の
首
長
が
、
第
20
・
21
回

の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
田
中
南
砺
市
長
が
「
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
全
線

開
通
に
伴
い
、
観
光
客
が
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。
世
界
文
化
遺
産

の
五
箇
山
は
じ
め
、南
砺
の
自
然
・
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
味
わ
っ

て
ほ
し
い
」
と
歓
迎
の
言
葉
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
地
元
平
高
校
郷
土
芸
能
部
が
砺
波
・
平
地
方
に
残
る
伝

統
芸
能
の
数
々
を
披
露
す
る
と
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
夜
に
は
交
流
会
が
開
か
れ
、
全
国
か
ら
集
っ
た
椿
愛
好

家
や
サ
ミ
ッ
ト
加
盟
市
町
関
係
者
と
友
好
を
深
め
、
先
進
的
な
取

り
組
み
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
野
々
市
町
の
ツ
バ
キ
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

３
月
22
日
㈰
、春
の
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
が
Ｊ
Ａ
の
の
い
ち
本
町
支
店
（
本

町
６
丁
目
）
で
行
わ
れ
、
農
協
職
員
や
本
町
六
丁
目
自
警
団
員
、
町
消
防

団
員
、
消
防
署
員
な
ど 

約
150
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練
は
１
階
湯
沸
室

か
ら
出
火
。
乾
燥
注
意
報
発
令
中
、
折
か
ら
の
強
風
に
あ
お
ら
れ
同
敷
地

内
の
倉
庫
に
延
焼
危
険
が
あ
る
と
の
想
定
で
、
農
協
職
員
に
よ
る
通
報
や

初
期
消
火
、
消
防
機
関
に
よ
る
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
後
、
町
消
防
団
新
入
団
員
が
紹
介
さ
れ
、
い
の
ち
の
守
り
手
の
使

命
を
固
め
ま
し
た
。
新
入
団
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

第
１
分
団　

古
源
興
一
、
森
上
優
一

　

第
２
分
団　

山
口
和
也
、
中
村　

一
、
小
寺
一
樹

　

第
３
分
団　

北　

佳
浩
、
西
村
裕
之

　

第
４
分
団　

長
尾
清
光

　

第
５
分
団　

本
瀬
浩
代
、
石
髙
史
子

野々市消防署配備　消防ポンプ自動車の更新

いざ、まさかに備えて

〜春の火災防ぎょ訓練〜

　従来の消防ポンプ車と比べ、新たに600リットルの水槽、ア
ルミ製ホースカー、空気呼吸器脱着装置などを装備しています。
一番の特長は、圧縮空気泡消火システムです。水に消火剤と圧
縮した空気を混合することで、泡状の消火液を放水することが
できます。水のみを使用した従来と比べ、少ない水量での消火
が可能で、消火剤の再燃抑止効果もあるため、消防隊員の負担
軽減が図られます。また、使用する水量が少ないため、中高層
建物火災においては、下階の水損防止にも効果があります。
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　町内には、109カ所の公園があります。

　遊具で遊べる公園や、桜や椿の花が見られる

公園、せせらぎや泉で水と触れ合える公園、文

化財など歴史を学ぶ公園、運動広場で汗を流し

たり、芝生でのんびりしたりできる公園もあり

ます。山や海がない野々市町ですが、あたたか

いこれからの季節に近所の公園であらたな楽し

みを探してみてはいかがでしょう？

公園に
出かけて
みませんか？

公園に
出かけて
みませんか？

公園に
出かけて
みませんか？



加賀産
業開発

道路

末松
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上林
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菅原町
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蓮花寺町
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石
川
線
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横宮町
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野代
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三日市町

徳用町
郷町

至松任駅

至金沢市

長池

柳町

JR北
陸本
線

国
道

15
7

号

至白山市

白山市

国道157号

国
道
8
号

御経塚

 

●泉の広場

●あらみや公園

●つばき公園

御経塚史跡公園●

押野中央公園●

野々市交通公園●
せせらぎ公園●

野々市中央公園●

末松廃寺跡公園●

野々市南部公園●

町
内
の
主
な
公
園
を
紹
介
し
ま
す

�

経塚公園（泉の広場）〈御経塚２丁目〉
御経塚サティ横にある公園で、愛称のとおり泉がありま

す。冬季以外は定時に噴水が上がります。県内でも数少

ない平野に立地した経塚が今も残されており、御経塚の

町名の由来ともなっています。近所の保育園児の利用も

多く、サクラやツバキの花も見られます。

あらみや公園〈三納〉
役場庁舎南側にある公園です。いろんなイベ

ントなど、多目的に利用できるよう芝生広場

をメインとした公園です。町花木ツバキをは

じめ多くの樹木もあります。隣接した庁舎中

庭では水遊びをする子どもの姿も多く見られ

ます。役場に来た折など、ぜひ散策してみて

ください。（駐車場、トイレ男女別・車いす

用有）

野々市南部公園〈上林４丁目〉
子どもたちに人気がある大きなロープタ

ワーがひときわ目をひく公園です。ソフ

トボールができる広場もあります。ショッ

ピングセンターなどが隣接しており、お

買い物の後に休息がてら立ち寄ってみて

ください。（トイレ男女別・車いす用有）
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野々市中央公園〈下林３丁目、堀内２丁目〉
町内でもっとも大きな公園。野球場、テニ

スコート、相撲場、芝生広場を備え、また

町民体育館が併設されており、さまざまな

スポーツを楽しむことができます。散策路

もあり、ウオーキングや散歩といった、軽

く汗を流す運動にも適しています。子供の

広場には、アスレチック、すべり台、ター

ザンロープなどたくさんの遊具があり、親

子で楽しく遊ぶことができます。（駐車場、

トイレ男女別・車いす用有）

野々市南部公園〈上林４丁目〉
子どもたちに人気がある大きなロープタ

ワーがひときわ目をひく公園です。ソフ

トボールができる広場もあります。ショッ

ピングセンターなどが隣接しており、お

買い物の後に休息がてら立ち寄ってみて

ください。（トイレ男女別・車いす用有）

公園では犬を放し飼いにせず、リードなどを
使用しましょう。フンもきちんと処理しま
しょう。公園の利用者が皆、犬好きとは限り
ません。周囲に
迷惑をかけない
ように、ペット
と楽しく過ごし
ましょう。

　

今
回
は
、４
カ
所
の
公
園
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
特
色
の
あ
る
公
園
や
新
し
い
公
園
（
今

年
秋
か
ら
３
公
園
が
開
放
予
定
）
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
広
報
で
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

公
園
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は　

都
市
計
画
課
街
路
公
園
担
当　

☎
２
２
７
・
６
０
９
２
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可
決
さ
れ
た
議
案

平
成
20
年
度
町
一
般
会
計
補
正
予
算

６
億
８
，
９
５
７
万
８
千
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
１
３
９
億
３
９
１
万
７
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

定
額
給
付
金
給
付
事
業
、
子
育

て
応
援
特
別
手
当
交
付
事
業
、
地
域
活
性
化
・

生
活
対
策
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
の
保
育
の

実
施
事
業
や
小
中
学
校
地
震
補
強
・
大
規
模
改

修
事
業
な
ど
に
よ
る
増
額

平
成
20
年
度
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

４
，
８
６
９
万
８
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
38
億
３
，
７
９
２
万
２
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

実
績
見
込
み
に
伴
う
保
険
給
付

費
な
ど
の
増
額

平
成
20
年
度
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算

１
６
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

３
億
４
，
６
６
０
万
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
の
増
額

平
成
20
年
度
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

８
，
３
２
８
万
３
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
16
億
２
，
１
５
７
万
２
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

介
護
保
険
料
改
定
等
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
修
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
及
び
地

域
支
援
事
業
費
の
増
減
調
整

平
成
20
年
度
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

６
９
３
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

24
億
６
，
０
４
２
万
８
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

受
益
者
負
担
金
の
増
額
、
受
託

事
業
収
入
の
減
額
や
公
共
下
水
道
事
業
の
進
捗

に
よ
る
事
業
費
の
調
整

平
成
20
年
度
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

収
益
的
収
支
で
１
，
０
４
７
万
円
を
減

額
し
、
資
本
的
収
支
で
は
、
収
入
で

１
億
６
５
３
万
４
千
円
、
支
出
で
１
億
３
，

２
７
０
万
円
を
減
額
す
る
。
収
益
的
収
支
と

資
本
的
支
出
の
補
正
後
合
計
額
は
12
億
３
，

３
０
８
万
６
千
円
と
な
る
。

■
主
な
内
訳　

事
業
収
益
や
建
設
改
良
事
業
費

の
確
定
等
に
伴
う
調
整

平
成
21
年
度
町
一
般
会
計
予
算

予
算
総
額　

１
３
３
億
５
千
万
円

平
成
21
年
度
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額　

36
億
９
，
８
０
０
万
円

平
成
21
年
度
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額　

３
億
３
千
万
円

平
成
21
年
度
町
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額　

３
０
０
万
円

平
成
21
年
度
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額　

16
億
４
，
９
０
０
万
円

平
成
21
年
度
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額　

19
億
９
，
７
０
０
万
円

平
成
21
年
度
町
水
道
事
業
会
計
予
算

収
益
的
収
支　

７
億
２
，
９
０
０
万
円

資
本
的
収
入　

２
億
１
，
４
０
０
万
円

資
本
的
支
出　

５
億　
　

４
０
０
万
円

町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

昨
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
員

に
お
け
る
一
般
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
法
律
及
び
人
事
院
規
則
等
の
改
正
に
準

じ
、
職
員
の
勤
務
時
間
の
改
正
を
行
う
。

町
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

「
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
」
を

新
た
に
設
け
る
。

町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給
付
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公

布
に
よ
り
改
正
を
行
う
。

町
心
身
障
害
者
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

医
療
保
険
制
度
に
創
設
さ
れ
た
高
額
介
護
合
算

療
養
費
の
支
給
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
一

部
改
正
を
行
う
。

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

介
護
保
険
法
及
び
老
人
福
祉
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
改
正
を
行
う
。

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
の
う
ち
被
用

者
保
険
等
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
が
当
町
に

お
い
て
は
委
員
と
し
て
の
要
件
を
満
た
さ
な
く

な
っ
た
こ
と
や
、
葬
祭
費
の
支
給
額
の
変
更
に

よ
る
改
正
を
行
う
。

町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
基
準

平
成
21
年
度
第
１
回
町
議
会
３
月
定
例
会

　

議
案
27
件
、
議
会
議
案
１
件
が
原
案
ど
お
り

可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
１
件
に
つ
い

て
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
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当
町
に
お
い
て
は
、
住
宅
地
の
整
備

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
近
年

大
規
模
な
工
場
の
進
出
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。

製
造
業
を
中
心
と
し
た
新
規
企
業
の
進
出
が
な

か
っ
た
こ
と
が
町
内
事
業
所
に
お
け
る
非
正
規

雇
用
労
働
者
や
派
遣
労
働
者
が
少
な
い
要
因
の

一
つ
と
推
測
す
る
。
緊
急
雇
用
対
策
に
つ
い
て

は
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
で
１

件
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
で
６
件
の
事
業
を
計

画
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
国
の
交
付
金
を
受
け

て
県
が
基
金
を
造
成
し
、
町
へ
補
助
金
と
し
て

交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
23
年
度
ま
で

の
３
カ
年
事
業
で
あ
る
。

平
成
21
年
度
予
算
総
額
は
１
億

５
，
８
０
０
万
円
増
（
前
年
度
比
０
．

７
％
増
）
で
あ
る
が
、
そ
の
内
、
一
般
会
計

６
億
８
，０
０
０
万
円
増（
前
年
度
比
５
．
４
％

増
）
を
受
け
て
、
各
部
署
に
お
け
る
新
た
な
取

り
組
み
を
含
め
た
具
体
的
な
施
策
を
示
せ
。

総
務
部
で
は
、
国
民
投
票
用
の
投
票

人
名
簿
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
市
制
に

向
け
て
の
準
備
作
業
、
税
の
徴
収
体
制
の
強
化

な
ど
。
住
民
生
活
部
で
は
、
防
犯
・
防
災
情
報

の
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
導
入
、
学
生
の
住

民
登
録
を
促
進
す
る
た
め
の
大
学
出
張
窓
口

の
開
設
な
ど
。
健
康
福
祉
部
で
は
、
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
石
川
大
会
（
平
成
22
年
度
開
催
）
の
準

備
、
食
育
計
画
策
定
事
業
、
里
帰
り
健
診
費
用

額
の
据
え
置
き
、
保
険
料
の
段
階
を
７
段
階
か

ら
９
段
階
に
細
分
化
、
普
通
徴
収
の
納
期
を
国

民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
納
期

と
合
わ
せ
る
な
ど
の
改
正
を
行
う
。

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

財
団
法
人
野
々
市
町
情
報
文
化
振
興
財
団
を
、

引
き
続
き
町
文
化
会
館
及
び
情
報
交
流
館
の
指

定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
。

町
の
区
域
の
変
更

矢
作
４
丁
目
と
菅
原
町
に
ま
た
が
る
土
地
の
開

発
行
為
の
施
行
に
伴
い
区
画
形
質
の
変
更
が
生

じ
た
た
め
、
菅
原
町
の
一
部
を
矢
作
４
丁
目
に

変
更
す
る
。

公
園
予
定
区
域
の
認
定

堀
内
保
育
園
を
現
堀
内
東
公
園
に
建
設
す
る
こ

と
に
伴
い
、新
た
に
公
園
用
地
と
な
る
区
域（
現

堀
内
保
育
園
）
を
認
定
す
る
。

町
道
路
線
の
廃
止

道
路
線
認
定
に
伴
う
見
直
し
に
よ
り
、
６
路
線

に
つ
い
て
道
路
法
の
定
め
に
よ
り
廃
止
を
行
う
。

町
道
路
線
の
認
定

町
北
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
、
街
路
事
業
高

尾
堀
内
線
道
路
整
備
事
業
、
矢
作
４
丁
目
地
内

に
お
け
る
開
発
行
為
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
道
路

な
ど
、
13
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
道
路
法
の
定

め
に
よ
り
認
定
を
行
う
。

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
き
同
意

長
田
衞
氏
（
三
納
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

す
る
。

可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

・
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

に
つ
い
て

「
雇
用
創
出
問
題
」
に
お
け
る
、
野
々

市
町
の
現
状
と
、
緊
急
雇
用
創
出
対

策
な
ど
、
具
体
的
な
施
策
・
計
画
を
示
せ
。

助
成
事
業
、
新
（
仮
称
）
堀
内
保
育
園
・（
仮

称
）
富
奥
児
童
館
併
設
児
童
ク
ラ
ブ
建
設
補
助

な
ど
。
産
業
建
設
部
で
は
、特
産
物
振
興
事
業
、

地
域
振
興
事
業
、
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計

画
策
定
業
務
な
ど
。
教
育
文
化
部
で
は
、
菅
原

小
学
校
地
震
補
強
大
規
模
改
修
工
事
、
小
中
学

校
派
遣
教
育
相
談
員
の
増
員
、
ふ
る
さ
と
歴
史

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
で
あ
る
。

市
制
を
見
据
え
て
の
中
期
的
展
望
を

述
べ
よ
。「
新
総
合
計
画
」（
計
画
案

の
策
定
）
な
ど
、
長
期
計
画
に
お
け
る
町
の
方

針
は
。
先
日
行
わ
れ
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ

る
が
、
町
民
の
要
望
を
反
映
す
る
こ
と
は
と
て

も
重
要
で
大
切
な
こ
と
で
あ
る
が
、
行
政
と
し

て
将
来
（
今
後
）
の
具
体
的
な
方
向
性
を
示
せ
。

新
総
合
計
画
を
策
定
す
る
上
で
、
今

年
１
月
に
実
施
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
過
去
10
年
間
に
当

町
が
進
め
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
検
証
を
行
う

と
と
も
に
、
住
民
が
望
む
町
の
未
来
像
を
明
ら

か
に
し
、
統
計
が
示
す
各
種
の
数
値
と
、
各
分

野
で
作
成
し
て
い
る
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り

な
が
ら
、
平
成
32
年
度
を
見
据
え
た
実
現
性
の

高
い
計
画
に
し
た
い
と
考
え
る
。

Ａ

Ｑ

ＱＡ

ＱＡ

緊
急
雇
用
創
出
対
策
と
町
の
方
向
性
を
示
せ

川　

哲
郎　
議
員

　
一
般
質
問

　

町
政
全
般
に
わ
た
り
、
川
、
村
本
、
亀
田
、
岩
見
、
西
田
、
野
村
、
田
中
、
北
村
、

早
川
議
員
の
９
名
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
問
者
と
質
問
、
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

人
と
し
て
の
尊
厳
に
も
関
わ
る
こ
と

で
あ
り
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
こ
の
制

度
に
関
わ
る
人
た
ち
が
、
勇
気
づ
け
ら
れ
る
制

度
と
し
て
、
磨
き
が
か
か
る
こ
と
を
願
う
。
第

４
次
改
正
に
お
け
る
我
が
町
の
介
護
保
険
制
度

の
特
色
は
。
基
準
額
を
４
，
３
０
０
円
に
据
え

置
い
た
理
由
は
。
介
護
予
防
を
、
更
に
ど
う
進

め
る
の
か
。

65
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金

Ｑ

介
護
保
険
料
の
据
置
の
理
由
は
？村

本　

道
治　
議
員

Ａ
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ろ
な
方
法
を
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

我
が
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
県
内
他
市
町
と
比
較
し
て
ど

の
よ
う
な
財
政
上
の
特
色
が
あ
る
の
か
。

歳
入
面
で
は
、
町
税
収
入
が
税
源

移
譲
な
ど
で
伸
び
て
い
る
。
平
成
20

年
度
当
初
予
算
ベ
ー
ス
の
自
主
財
源
比
率
は

68
．
３
％
、
平
成
19
年
度
財
政
力
指
数
は
０
．

８
７
２
と
い
ず
れ
も
県
内
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
歳

出
面
で
は
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
い

わ
ゆ
る
義
務
的
経
費
が
伸
び
て
き
て
お
り
、
経

常
収
支
比
率
も
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

財
政
の
硬
直
化
が
徐
々
に
進
展
し
て
い
る
。
し

か
し
、
平
成
19
年
度
決
算
で
は
、
義
務
的
経
費

比
率
、
経
常
収
支
比
率
の
い
ず
れ
も
県
平
均
値

を
下
回
っ
て
い
る
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
が
、
さ
ら
な
る
充
実
を
願
う
。

議
会
録
画
配
信
の
意
義
は
。政
治
に
参
画
す
る
、

こ
ん
な
議
会
な
ら
僕
も
私
も
出
て
み
た
い
と
思

わ
せ
る
仕
掛
け
の
ひ
と
つ
な
の
か
。

議
会
録
画
配
信
シ
ス
テ
ム
は
議
会
の

要
望
に
沿
い
、
新
年
度
当
初
予
算
に

盛
り
込
ん
だ
。
議
員
に
は
、
そ
の
活
用
に
つ
い

て
共
通
理
解
を
図
り
、
町
民
へ
の
議
会
活
動
の

関
心
と
理
解
を
高
め
る
よ
う
期
待
す
る
。

を
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
特
例
交
付
金
の
１
，

５
５
０
万
円
と
合
わ
せ
、
約
８
，
１
０
０
万
円

の
基
金
を
活
用
し
、
保
険
料
基
準
額
を
現
在
と

同
じ
月
額
４
，
３
０
０
円
に
据
え
置
い
た
。
介

護
予
防
に
つ
い
て
は
、
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
事
業
、
貯
筋
教
室
、
認
知
予
防
の
脳
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
事
業
、
い
き
が
い
セ
ン
タ
ー
で
の
閉
じ

こ
も
り
予
防
事
業
な
ど
、
高
齢
者
が
元
気
で
暮

ら
せ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
業
務
に
関

連
し
、
高
区
浄
水
場
の
タ
ン
ク
の
色

彩
を
新
た
に
す
る
計
画
が
あ
る
の
か
。
私
た
ち

の
先
人
の
教
え
で
あ
る
森
を
守
る
こ
と
が
、
農

地
を
潤
し
、
海
を
豊
か
に
す
る
。
水
道
か
ら
流

れ
て
く
る
水
だ
け
で
は
な
く
、
雨
水
も
川
に
流

れ
る
水
も
地
域
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
。
高
区

浄
水
場
周
辺
の
植
栽
を
充
実
す
る
な
ど
近
隣
住

民
に
配
慮
し
計
画
に
入
れ
て
は
ど
う
か
。

浄
水
場
タ
ン
ク
（
ス
テ
ン
レ
ス
タ
ン

ク
）
に
塗
装
を
行
う
事
例
は
全
国
的

に
も
非
常
に
少
な
い
が
、
塗
装
し
た
場
合
、
タ

ン
ク
表
面
に
水
あ
か
が
つ
き
汚
れ
や
す
い
。
水

あ
か
の
除
去
に
苦
労
す
る
な
ど
維
持
管
理
面
で

不
都
合
が
生
じ
る
と
聞
く
。
今
後
も
適
切
な
方

法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
町
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
く
上
で
、
経
営
的
な
点

だ
け
で
は
な
く
、浄
水
場
の
環
境
対
策
、イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
る
た
め
、
植
栽
な
ど
い
ろ
い

ＱＡ

遠
く
離
れ
た
ア
メ
リ
カ
で
起
こ
っ
た

金
融
危
機
は
、
当
町
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
く
、
公
共
事
業
の
減
少
や
消
費
の
低

迷
に
よ
る
売
り
上
げ
不
振
な
ど
に
よ
り
、
自
助

努
力
に
よ
る
限
界
を
超
え
た
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
は
平
成
20
年

度
に
比
べ
、
６
億
８
千
万
円
多
い
が
、
こ
の
よ

う
な
状
況
の
時
こ
そ
即
効
性
の
あ
る
公
共
事
業

の
発
注
が
必
要
で
あ
り
、
町
の
業
者
に
１
年
間

に
お
い
て
平
準
化
し
た
工
事
の
発
注
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
。

平
成
20
年
度
に
お
い
て
は
国
の
二
次

補
正
予
算
が
あ
り
、
繰
越
明
許
費
の

設
定
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。
内
容
と
し
て
は

国
の
補
正
予
算
に
対
応
可
能
な
耐
震
工
事
の
実

施
設
計
な
ど
で
あ
る
。
予
算
の
執
行
に
当
た
っ

て
は
、
工
事
の
計
画
的
、
迅
速
な
発
注
、
適
切

な
工
期
の
設
定
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

町
文
化
協
会
に
所
属
す
る
1�
の
団
体

を
は
じ
め
と
し
て
、
町
内
に
は
多
く

の
趣
味
や
創
作
意
欲
を
持
つ
人
が
い
る
。
そ
う

い
う
人
の
立
派
な
作
品
を
展
示
発
表
す
る
場
所

と
し
て
、
フ
ォ
ル
テ
や
カ
メ
リ
ア
が
あ
る
が
、

残
念
な
こ
と
に
創
作
活
動
を
す
る
場
所
が
な

い
。
今
日
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で

は
難
し
い
課
題
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
県
立
養

護
学
校
移
転
後
の
跡
地
を
利
用
す
れ
ば
有
効
活

用
で
き
る
と
思
う
。
ぜ
ひ
と
も
、
粟
町
長
の
県

議
時
代
の
経
験
を
生
か
し
、
活
用
方
法
も
含
め

跡
地
利
用
に
関
し
、
県
に
対
し
て
相
談
し
て
み

て
は
い
か
が
か
。

県
立
養
護
学
校
跡
地
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
県
が
は
っ
き

り
と
し
た
方
針
を
出
し
て
い
な
い
が
、
地
域
の

発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
な
跡
地
利
用
を
し
て
も

ら
え
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。
今
後
も
関
心
を

持
っ
て
県
の
動
向
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

ＱＡ

ＱＡ

国
の
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付

金
を
、
も
と
も
と
計
画
さ
れ
て
い
た

事
業
に
計
上
し
て
い
る
が
、
臨
時
交
付
金
で
浮

い
た
町
予
算
で
太
陽
光
発
電
設
置
補
助
を
行
う

こ
と
な
ど
が
交
付
金
の
趣
旨
に
沿
っ
た
仕
事
と

雇
用
を
つ
く
る
効
果
が
あ
る
の
で
は
。
臨
時
財

政
対
策
債
６
億
２
千
万
円
の
使
い
道
は
。
町
の

緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
取
り
組
み
は
。
交
付
金

を
よ
り
使
い
や
す
く
す
る
よ
う
国
に
働
き
か
け

を
。 Ｑ

国
の
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時

交
付
金
で
あ
る
が
、
本
来
な
ら
ば
こ

の
時
期
に
は
発
注
、
施
工
の
見
通
し
が
た
っ
て

い
な
い
事
業
に
お
い
て
、
こ
の
交
付
金
を
活
用

す
る
こ
と
で
早
期
の
実
施
が
可
能
に
な
っ
た
。

そ
の
意
味
で
は
地
域
活
性
化
、
緊
急
の
雇
用
創

出
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。
太
陽
光

発
電
設
置
補
助
に
つ
い
て
は
、
今
後
研
究
し
て

い
き
た
い
。
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て
は
、

一
般
財
源
と
し
て
使
用
す
る
も
の
だ
が
、
国
の

ＱＡＱＡ

景
気
対
策
予
算
と
県
立
養
護
学
校
の
跡
地
利
用

亀
田　

義
裕　
議
員

緊
急
雇
用
・
経
済
対
策
は

岩
見　

博　
議
員

Ａ
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施
策
の
趣
旨
を
踏
ま
え
平
成
21
年
度
予
算
に
お

い
て
、
普
通
建
設
事
業
費
に
重
点
配
分
し
、
経

済
対
策
、
緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
効
果
が
あ
ら

わ
れ
る
よ
う
予
算
編
成
を
行
っ
た
。
ま
た
、
国

に
対
し
て
の
働
き
か
け
で
あ
る
が
、
地
方
の
声

が
制
度
に
反
映
さ
れ
、
補
助
事
業
の
運
用
が
一

部
緩
和
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
地
方

か
ら
言
う
と
ま
だ
ま
だ
使
い
勝
手
が
悪
い
面
も

あ
る
の
で
、
機
会
が
あ
る
ご
と
に
国
に
思
い
を

伝
え
て
い
き
た
い
。

介
護
認
定
方
式
変
更
の
影
響
は

認
定
方
式
が
変
わ
り
、
重
度
の
寝
た

き
り
の
人
も
「
自
立
」
と
な
り
、
軽

度
の
人
は
よ
り
軽
度
に
な
る
。
町
職
員
が
特
記

事
項
を
記
入
す
る
か
ら
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な

い
と
い
う
が
「
介
護
の
手
間
が
根
拠
と
な
っ
た

こ
と
も
明
示
す
る
こ
と
を
必
須
」
と
し
て
い
る

こ
と
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
の
か
。
政
府
に
新
方

式
の
凍
結
を
求
め
、
思
い
切
っ
た
利
用
料
の
軽

減
策
を
講
じ
よ
。

当
町
で
は
要
介
護
認
定
に
当
た
っ
て
、

以
前
か
ら
町
職
員
が
直
接
認
定
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
医
療
機
関
等
と
連
携
を

図
っ
て
お
り
、
要
介
護
者
の
状
態
に
つ
い
て
情

報
を
共
有
し
、
調
査
員
に
よ
る
特
記
事
項
の
記

載
も
、
丹
念
に
記
入
し
て
い
る
の
で
、
状
態

が
以
前
よ
り
も
良
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
除
い

て
、
軽
度
化
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
助
成
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
低
所
得
者
介
護
保
険
利
用
料
負

担
軽
減
事
業
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
上
乗
せ
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
今
以
上
の
助
成
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。

民
間
学
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
計
画
の
内
容
は

採
算
が
合
わ
な
い
と
突
如
事
業
を
や

め
た
ら
子
ど
も
の
行
き
場
が
な
く
な

る
。
運
営
計
画
書
の
内
容
と
町
の
対
応
は
。

町
内
に
あ
る
児
童
ク
ラ
ブ
は
保
護
者

が
中
心
と
な
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る

ク
ラ
ブ
運
営
委
員
会
で
運
営
し
て
い
る
が
、
保

育
料
、
保
育
時
間
、
傷
害
保
険
加
入
な
ど
を
含

め
て
新
た
な
運
営
基
準
を
設
け
る
こ
と
と
し
、

現
在
各
ク
ラ
ブ
に
検
討
を
依
頼
し
て
い
る
。
新

設
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
も
、
こ
の
運
営
基

準
に
従
う
こ
と
が
条
件
と
な
る
。
ク
ラ
ブ
運
営

の
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に

運
営
を
新
し
い
運
営
者
に
引
き
継
ぐ
こ
と
、
引

き
継
ぎ
を
行
う
ま
で
は
運
営
す
る
こ
と
な
ど

を
書
面
に
て
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い

る
。

こ
ど
も
医
療
費
窓
口
無
料
化
を

県
に
、
窓
口
無
料
化
と
助
成
対
象
年

齢
引
き
上
げ
を
求
め
よ
。

県
町
長
会
、
県
町
村
議
会
議
長
会
を

通
し
て
、
県
に
対
し
助
成
対
象
の
拡

大
を
要
望
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
町
村
会
か

ら
国
に
対
し
て
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
新

設
を
要
望
し
て
い
る
。
今
後
と
も
さ
ら
に
強
く

要
望
し
て
い
き
た
い
。

Ａ

ＱＡ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は

県
の
予
測
で
、
全
国
で
�4
万
人
、
県

内
で
６
，
０
２
０
人
が
死
亡
す
る
の

で
は
な
い
か
、
発
生
し
た
ら
職
員
の
う
ち
40
％

欠
勤
者
が
出
る
と
発
表
さ
れ
た
。
町
と
し
て
感

染
予
防
の
た
め
、
町
職
員
や
住
民
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

職
場
で
の
対
策
と
し
て
、
職
場
の
清

掃
、
消
毒
、
手
洗
い
、
対
人
距
離
の

保
持
な
ど
飛ひ

沫ま
つ

感
染
、
接
触
感
染
の
防
止
の

ほ
か
、
職
場
出
入
口
、
訪
問
者
立
ち
入
り
場
所

の
制
限
、
職
員
の
発
熱
チ
ェ
ッ
ク
、
在
宅
勤
務

や
会
議
の
中
止
等
が
考
え
ら
れ
る
ほ
か
、
感
染

リ
ス
ク
の
高
い
業
務
の
縮
小
や
代
替
要
員
の
確

保
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。住
民
対
策
と
し
て
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
の
普
及
や
外
出
後
の
手
洗
い
の
励
行
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
外
出
を
控
え
る
な
ど
発
生
予
防
の

啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
発
生
時
に
お
け
る
関

係
機
関
の
役
割
分
担
の
明
示
、
職
員
動
員
、
配

備
体
制
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

定
額
給
付
金
の
給
付
時
期
は

全
国
の
各
自
治
体
で
は
、
事
務
量
が

多
い
た
め
、
早
く
か
ら
作
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
先
の
新
聞

報
道
で
は
、
当
町
は
４
月
給
付
と
あ
っ
た
が
、

間
違
い
な
い
か
。
ま
た
、
各
自
治
体
で
は
地
元

活
性
化
の
た
め
商
工
会
に
働
き
か
け
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
発
行
等
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、

町
の
考
え
は
。
国
会
で
は
受
給
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
意
見
が
あ
る
が
町
長
は
い
か
が
か
。

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て

申
請
書
を
郵
送
、
４
月
上
旬
か
ら
受

け
付
け
、
４
月
下
旬
か
ら
給
付
の
予
定
を
し
て

い
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
予
定
は
な

い
が
、
地
元
で
の
消
費
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
私
自
身
も
定
額
給
付
金
を
い
た
だ
き
、

地
元
で
消
費
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

幼
児
、
学
童
保
育
の
実
態
と
対
策
は

区
画
整
理
事
業
地
に
住
居
を
求
め
て

来
る
人
の
大
半
は
幼
児
・
児
童
を
持
つ

共
働
き
の
若
い
夫
婦
で
あ
り
、
保
育
に
つ
い
て

心
配
し
て
い
る
。
町
の
幼
児
保
育
と
学
童
保
育

の
実
態
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

保
育
児
童
数
は
増
加
傾
向
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
21
年
４
月
に

ふ
じ
ひ
ら
保
育
園
が
開
園
す
る
が
、
都
市
基
盤

整
備
の
状
況
に
よ
っ
て
は
今
後
も
児
童
数
の
増

加
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
推
移
を
見

な
が
ら
新
し
い
保
育
園
を
検
討
し
た
い
。
ま
た

学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、
現
在
町
内
に
は
７
つ

の
児
童
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
今
年
４
月
か
ら
は
、

つ
ば
き
ク
ラ
ブ
を
分
割
し
、
８
つ
に
な
る
。
平

成
22
年
４
月
ま
で
に
大
規
模
児
童
ク
ラ
ブ
を
解

消
し
、10
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

ＱＡ

Ｑ

Ｑ

ＱＡ

安
全
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
対
策西

田　

治
夫　
議
員

Ｑ

ＡＡ
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延
伸
に
つ
い
て
は
、
県
に
よ
る
野
々

市
町
西
南
部
地
区
町
づ
く
り
検
討
委

員
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
や
課
題
に
つ
い
て

整
理
を
行
い
、
実
施
に
向
け
た
方
策
を
提
案
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
堀
内
・
田

尻
・
蓮
花
寺
地
区
の
新
た
な
市
街
化
に
つ
い
て

も
、
こ
の
検
討
委
員
会
に
お
い
て
当
該
地
区
の

統
制
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
構
想
や
地
区
計

画
、
区
画
整
理
な
ど
の
整
備
手
法
に
つ
い
て
検

討
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
新
市
街
地
拡
張
整
備

は
厳
し
い
状
況
も
予
想
さ
れ
る
。
今
年
度
か
ら

見
直
し
の
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
地

域
別
構
想
策
定
の
中
で
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

町
に
花
を昨

年
、
北
海
道
へ
行
っ
て
き
た
が
、
雪

の
多
い
北
海
道
で
さ
え
春
を
迎
え
る
と

四
季
折
々
の
花
を
植
え
、
人
々
に
安
ら
ぎ
と
感

動
を
与
え
る
気
が
す
る
。
し
か
し
我
が
町
を
見

る
と
、庁
舎
の
周
り
を
見
渡
す
限
り
花
は
な
く
、

町
は
事
務
・
事
業
の
執
行
に
あ
た
り
、

説
明
や
言
葉
が
足
り
な
い
よ
う
に
思

う
。
新
年
度
か
ら
は
、
ぜ
ひ
、
よ
り
オ
ー
プ
ン

に
、
よ
り
「
わ
か
り
易
さ
」
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
し
て「
行
政
へ
の
信
頼
」が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
な
い

よ
う
事
業
を
進
め
て
ほ
し
い
。
堀
内
保
育
園
の

建
て
替
え
に
つ
い
て
、
保
育
園
の
場
所
を
近
く

の
公
園
と
交
換
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
建

設
地
と
公
園
整
備
費
に
ど
の
程
度
費
用
が
か
か

る
と
考
え
て
い
る
か
。

現
在
の
堀
内
東
公
園
の
整
地
費
用
、

保
育
園
の
取
り
壊
し
費
用
、
新
し
い

公
園
の
整
備
費
用
と
し
て
概
算
で
４
千
万
円
程

度
見
込
ん
で
い
る
。

「
子
ど
も
活
き
生
き
プ
ラ
ン
・

２
０
０
５
」
に
つ
い
て
、
後
期
作
成

資
料
と
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
こ
れ
で
よ
い
の
か
。

中
学
生
に
対
す
る
調
査
に
つ
い
て
は
、

前
期
計
画
策
定
時
に
調
査
し
た
内
容

を
も
と
に
調
査
項
目
を
見
直
し
、
こ
の
５
年
間

の
変
化
も
比
較
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

調
査
内
容
は
、
生
徒
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
が
素
直

に
反
映
さ
れ
る
も
の
で
、
調
査
に
あ
た
り
特
に

勉
強
し
て
も
ら
う
も
の
で
は
な
い
。
子
育
て
支

援
行
動
計
画
を
策
定
す
る
上
で
各
年
代
の
ニ
ー

ズ
を
聞
き
、
計
画
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

用
水
に
流
れ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
な
ど
の
始
末
に
つ
い
て
、
い
つ

ま
で
も
放
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
縦
割
り
行
政

の
弊
害
が
出
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
、
ご
み
の
問
題
に
し
て
も
、
町

内
会
か
ら
指
摘
を
受
け
る
場
合
、
家
庭

か
ら
指
摘
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
、
最
初
の
窓

口
が
行
政
本
来
の
窓
口
で
な
い
場
合
も
あ
る
が
、

ど
こ
で
受
け
付
け
し
よ
う
が
適
正
、
的
確
、
迅

速
に
処
理
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
し
、
今
後

も
迅
速
に
対
応
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

Ａ Ｑ
野
々
市
町
を
中
心
と
す
れ
ば
、
東
に

山
側
環
状
が
で
き
、
西
に
は
平
成
2�

年
頃
に
完
成
予
定
の
金
沢
外
環
状
道
路
が
あ

る
。
当
町
は
、
東
西
に
行
く
、
す
な
わ
ち
金
沢

か
ら
能
登
ま
で
、
あ
る
い
は
県
庁
に
行
く
に
し

て
も
と
て
も
便
利
で
あ
る
が
、
公
益
で
結
ば
れ

て
い
る
松
任
石
川
中
央
病
院
へ
行
く
た
め
の
高

尾
堀
内
線
を
早
く
何
と
か
延
長
し
、
国
道
８
号

線
に
取
り
付
け
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
道
路
網

だ
け
で
は
な
く
、
堀
内
・
田
尻
・
蓮
花
寺
地
区

の
区
画
整
理
が
で
き
な
い
か
。

Ａ

Ｑ

あ
る
の
は
椿
の
木
で
あ
る
。
町
あ
る
い
は
沿
道

を
見
て
も
、
花
と
い
う
花
が
余
り
に
少
な
く
、

何
と
か
花
を
植
え
花
で
心
を
癒
す
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
か
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
花
の
嫌

い
な
人
は
い
な
い
と
思
う
。
心
の
ケ
ア
な
ど
花

を
見
る
や
さ
し
さ
を
与
え
て
は
ど
う
か
。

一
部
の
町
内
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
活
動
で
、
道
路
の
植
樹
ま
す
や

公
園
内
に
草
花
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
町
庁
舎

の
南
側
道
路
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
草
花

が
植
え
ら
れ
、
季
節
に
な
る
と
き
れ
い
な
花
が

咲
く
。
毎
年
３
月
に
開
催
さ
れ
る
椿
ま
つ
り
に

お
い
て
、
椿
の
苗
木
の
無
料
配
布
、
苗
木
の
販

売
、花
の
寄
せ
植
え
教
室
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
県
に
よ
る
県
民
緑
と
花
の
ふ
れ
あ
い
事

業
と
い
う
助
成
制
度
を
活
用
し
、
緑
化
に
努
め

て
い
る
町
内
会
も
あ
る
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な

助
成
事
業
を
周
知
し
て
い
く
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

市
制
施
行
の
目
的
と
そ
の
実
現
に
向

け
た
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

市
制
施
行
の
目
的
は
何
か
。
平
成
21
年
度
予
算

案
の
中
で
示
さ
れ
た
新
規
事
業
と
し
て
、
市
制

施
行
に
向
け
て
本
格
的
に
準
備
作
業
に
着
手
す

る
と
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
示
せ
。
県

発
表
の
推
計
人
口
で
具
体
的
な
市
制
施
行
の
日

時
を
予
定
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
、
市
制
実
現

ま
で
の
準
備
期
間
の
長
さ
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

新
た
な
時
代
を
自
ら
の
主
張
に
基
づ

き
、
自
ら
の
地
域
に
夢
の
あ
る
理
想

を
描
き
、
責
任
を
持
っ
て
次
の
時
代
に
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
単

独
市
制
施
行
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

施
策
と
考
え
る
。
市
制
施
行
の
準
備
と
し
て
住

Ｑ

ＱＡ

新
年
度
の
町
に
望
む
こ
と

野
村　

満　
議
員

Ｑ

Ａ

道
路
延
伸
と
新
た
に
区
画
整
理

田
中　

昭
一　
議
員

Ｑ

ＡＡ

北
村　

成
人　
議
員

市
制
施
行
及
び
新
幹
線
、
安
原
川
へ
の
対
応
は
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池
踏
切
の
工
事
を
行
う
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

各
種
工
事
は
長
期
に
渡
り
、
周
辺
住
民
の
生
活

に
深
い
影
響
を
与
え
、
ま
た
、
北
西
部
土
地
区

画
整
理
事
業
の
計
画
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と

か
ら
、
慎
重
、
迅
速
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
協
議
、
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

安
原
川
改
修
に
つ
い
て
、
現
在
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
示
せ
。
北
西
部
区

画
整
理
区
域
を
通
る
馬
場
川
放
水
路
を
含
む

野
々
市
地
域
の
工
事
の
早
期
着
工
に
つ
い
て
、

県
に
対
し
て
強
力
な
働
き
か
け
を
し
、
一
日
も

早
い
区
画
整
理
事
業
の
完
成
に
向
け
、
さ
ら
に

努
力
せ
よ
。

県
安
原
・
高
橋
川
工
事
事
務
所
に
よ

る
と
平
成
20
年
度
末
の
事
業
進
捗
は
、

事
業
費
ベ
ー
ス
で
約
80
％
で
あ
る
。
工
事
の
早

期
着
工
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
県
町
長
会
や

加
賀
地
区
開
発
促
進
協
議
会
を
通
し
て
要
望
を

続
け
て
き
た
。
近
年
の
河
川
改
修
費
の
減
額
な

ど
厳
し
い
状
況
だ
が
、
要
望
方
法
も
含
め
、
さ

ら
に
積
極
的
に
国
や
県
に
強
く
要
望
し
て
い
き

た
い
。

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
効
率
的
な
行
政
組
織
の

在
り
方
の
研
究
と
し
て
職
員
の
先
進
自
治
体
へ

の
視
察
研
修
を
予
定
し
て
い
る
。
市
の
名
称
を

検
討
す
る
た
め
の
検
討
委
員
会
の
立
ち
上
げ
を

考
え
て
い
る
。
市
制
施
行
の
予
定
と
し
て
は
、

平
成
22
年
度
の
国
勢
調
査
に
お
け
る
人
口
が
確

定
し
だ
い
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
移
行
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

新
幹
線
工
事
対
応
の
中
で
の
盲
点
は

な
い
か
。
町
域
に
お
け
る
新
幹
線
着

工
の
現
状
と
年
次
的
工
程
を
示
せ
。
関
連
付
帯

工
事
に
つ
い
て
万
全
を
期
せ
。
北
西
部
区
画
整

理
事
業
進
捗
の
ブ
レ
ー
キ
に
な
ら
ぬ
よ
う
特
段

の
努
力
を
せ
よ
。

現
在
、
郷
町
、
二
日
市
町
地
内
で
工

事
用
の
安
全
さ
く
の
設
置
が
進
め
ら

れ
、
今
年
２
月
に
は
野
々
市
高
架
橋
工
事
の
発

注
、
契
約
が
完
了
し
て
い
る
。
付
帯
工
事
で
あ

る
が
、
新
幹
線
と
県
道
の
振
り
替
え
に
よ
っ
て

生
じ
る
用
排
水
路
の
切
り
回
し
は
、
新
幹
線
高

架
橋
建
設
工
事
と
同
時
に
行
う
。
平
成
21
年
に

は
御
経
塚
踏
切
の
拡
幅
、
そ
の
後
、
あ
す
な
ろ

地
下
道
の
改
築
工
事
、
平
成
22
年
度
以
降
に
長

Ａ Ｑ
当
町
に
は
金
沢
工
業
大
学
、
県
立
大

学
が
立
地
し
、
近
隣
の
白
山
市
に
は

金
城
大
学
な
ど
が
あ
り
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ

る
。
産
学
連
携
に
よ
る
製
薬
、
バ
イ
オ
、
介
護

事
業
等
の
創
出
を
。
ま
た
、
大
学
生
や
町
民
が

集
い
協
働
で
き
る
、
い
わ
ば
部
活
動
的
な
場
に

空
き
家
や
古
く
な
っ
た
ア
パ
ー
ト
を
活
用
し
て

は
。

情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア
を
活
動
拠
点

に
、
金
沢
工
業
大
学
の
学
生
が
サ
ー

キ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
町
内
店

舗
を
対
象
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
携
帯
電
話
を
活

Ａ

Ｑ

ＱＡ

産
学
連
携
に
よ
る
産
業
創
出
と
県
立
施
設
な
ど

早
川　

彰
一　
議
員

は
な
い
が
、緊
急
雇
用
創
出
事
業
と
し
て
、野
々

市
町
の
歴
史
、
文
化
に
関
し
て
町
が
発
行
し
た

図
書
、
寄
贈
さ
れ
た
郷
土
史
書
な
ど
を
デ
ジ
タ

ル
化
す
る
「
の
の
い
ち
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
」
の

構
築
を
予
定
し
て
い
る
。

当
町
に
は
県
立
明
倫
高
校
、
県
立
養

護
学
校
、
県
立
大
学
、
百
々
鶴
荘
な

ど
が
あ
る
が
、
町
の
活
性
化
の
た
め
に
さ
ら
に

県
の
施
設
を
誘
致
し
て
は
。
ま
た
、
既
存
の
施

設
の
周
辺
整
備
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

今
年
１
月
に
実
施
し
た
新
総
合
計
画

策
定
に
伴
う
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
踏
ま
え
、
住
民
の
要
望
を
計
画
に
反
映
さ

せ
て
い
く
過
程
で
、
地
域
が
活
性
化
す
る
よ
う

な
施
設
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

市
制
施
行
の
た
め
、
若
い
職
員
を
積

極
的
に
研
修
に
出
し
、
町
民
の
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
行
え
る
よ
う
に
、
さ
ら
な

る
職
員
の
資
質
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

用
し
た
顧
客
サ
ー
ビ
ス
ツ
ー
ル
の
提
供
を
し
、

店
舗
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
同
じ
く
カ
メ
リ
ア
を
拠
点
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
カ
メ
リ
ア
・
パ
ル
の
会
」
の
活

動
に
も
大
学
生
が
参
加
し
、
町
の
活
性
化
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
情
報
交
流

館
カ
メ
リ
ア
が
産
学
官
の
集
う
拠
点
の
一
つ
と

し
て
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
今
後
ほ
か
の
大

学
に
も
呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
ま

た
、
学
生
と
町
民
が
共
同
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
む
こ
と
は
、
産
学
官
連
携
事
業
の
土
台

づ
く
り
に
な
り
、
新
た
な
地
域
特
産
品
の
開
発

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

町
立
図
書
館
に
対
す
る
予
算
は
。
金

沢
市
や
白
山
市
に
は
立
派
な
図
書
館

が
整
備
さ
れ
、
町
民
も
利
用
し
て
い
る
。
金
沢

工
業
大
学
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
も
図
書

や
音
楽
の
分
野
で
多
く
の
資
料
を
所
蔵
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ
と
が
資
源
の
有
効

活
用
と
な
る
の
で
は
。
ま
た
図
書
館
の
役
割
と

し
て
、
電
子
デ
ー
タ
に
よ
る
資
料
の
蓄
積
も
重

要
だ
。
雇
用
創
出
の
た
め
に
も
今
か
ら
備
え
て

は
。

金
沢
工
業
大
学
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
申
し
合
わ
せ

に
よ
り
町
民
が
町
立
図
書
館
を
介
し
て
手
続
き

を
し
、
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
県

公
共
図
書
館
協
議
会
と
の
覚
書
に
よ
り
、
相
互

の
貸
し
出
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

金
沢
工
業
大
学
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
一
般
の
方
が
自
由
に
出

入
り
し
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
直
接
的
で

ＱＡ

ＱＡＱＡ
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３
月
16
日
～
４
月
15
日

■
３
月

16
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

17
日　

総
務
常
任
委
員
会

19
日　

定
例
会
（
討
論
・
採
決
）

26
日　

手
取
川
水
防
事
務
組
合
議
会

　
　
　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　

白
山
石
川
広
域
事
務
組
合
議
会

27
日　

県
町
村
議
会
議
長
会
議
長
協
議
会

　
　
　

�

県
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
組
合

議
会

　
　
　

白
山
石
川
医
療
企
業
団
議
会

消
防
庁
長
官
か
ら
永
年
勤
続
功
労
章

　

多
年
に
わ
た
り
、
消
防
の
発
展
に
努
め
た

と
し
て
、
消
防
庁
長
官
か
ら
永
年
勤
続
功
労

章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
授
与

　

永
年
に
わ
た
り
、行
政
相
談
委
員
と
し
て
、

行
政
相
談
制
度
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
と
し

て
、
総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
後
任
は
中
野
惠
美
子
さ
ん
（
本
町

３
丁
目
）
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

田村英夫氏（本町 2 丁目）

右が中村茂 町消防団副団長（稲荷１丁目）
左は同時に受章した小松証 野々市消防署長

▼
総
務
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

平
野　

政
昭

　

副
委
員
長　

野
村　

満

　

委
員　
　
　

川　

哲
郎
、
西
田　

治
夫

　
　
　
　
　
　

無
量
井　

次
歳
、
田
中　

昭
一

▼
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

早
川　

彰
一

　

副
委
員
長　

徳
野　

光
春

　

委
員　
　
　

大
東　

和
美
、
村
本　

道
治

　
　
　
　
　
　

山
下　

志
津
枝

　

議
会
活
動

▼
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

岩
見　

博

　

副
委
員
長　

尾
西　

雅
代

　

委
員　
　
　

亀
田　

義
裕
、
土
田　

友
雄

　
　
　
　
　
　

北
村　

成
人　

▼
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　
　

田
中　

昭
一

　

副
委
員
長　

亀
田　

義
裕

　

委
員　
　
　

早
川　

彰
一
、　

平
野　

政
昭

　
　
　
　
　
　

無
量
井　

次
歳
、
北
村　

成
人

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
基
金
へ

▽
成
徳
時
子
様
（
押
野
７
丁
目
）
か
ら
20
万
円

▽
野
々
市
町
女
性
協
議
会
様
か
ら
２
万
円

▽
匿
名
の
方
２
件
合
計
７
千
円

１
，
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

３
月
入
札
分

■
北
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業　

二
日
市
松
任

　

線
歩
道
舗
装
工
事　

第
５
工
区

予
定
価
格　

１
，
１
１
３
万
円

落
札
価
格　

１
，
０
０
８
万
円

落
札
者　

鹿
島
道
路
（
株
）

■
文
化
会
館　

舞
台
設
備
管
理
操
作
業
務

予
定
価
格　

１
，
２
４
６
万
３
千
５
百
円

落
札
価
格　

１
，
２
４
４
万
２
千
５
百
円

落
札
者　
（
株
）
金
沢
舞
台

■�

文
化
会
館　

設
備
機
器
運
転
監
視
及
び
保
守

点
検
業
務

予
定
価
格　

１
，
３
７
５
万
５
千
円

落
札
価
格　

１
，
３
５
４
万
５
千
円

落
札
者　
（
株
）
ク
マ

議
長
に
西
田
治
夫
氏
を
選
出

　

３
月
定
例
会
最
終
日
に
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票
の
結
果
、
議
長
に
西
田
治
夫
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
常
任
委
員
会
等
の
組
織
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

（
参
考
）
一
部
事
務
組
合
議
員

▼
白
山
石
川
医
療
企
業
団
議
会　

　
　

村
本　

道
治　
　

田
中　

昭
一　

　
　

山
下　

志
津
枝

▼
白
山
石
川
広
域
事
務
組
合
議
会　

　
　

徳
野　

光
春　
　

亀
田　

義
裕　

　
　

無
量
井　

次
歳　

岩
見�

博

▼
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　

西
田　

治
夫

▼
手
取
川
水
防
事
務
組
合
議
会

　
　

西
田　

治
夫

　

入
札
結
果

　

ご
寄
付
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町
全
体
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、

２
９
．
７
％
と
町
特
定
健
診
計
画
の
平

成
20
年
度
目
標
33
％
に
は
及
び
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

平
成
21
年
度
の
受
診
率
の
目
標
値
は

40
％
で
す
の
で
、
健
診
を
受
診
し
て
目

標
達
成
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

☆
健
診
結
果
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
出
た

と
き
に
は
病
気
が
か
な
り
進
ん
で
い
る

状
態
で
す
。
健
診
は
、
自
覚
症
状
が
な

い
と
き
に
病
気
を
発
見
す
る
こ
と
と
、

早
期
に
治
療
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

１
年
に
１
回
の
健
診
を
、
日
常
生
活
と

自
分
の
体
の
関
係
を
振
り
返
る
機
会
と

し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
健
康
相
談

も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
月
広
報
と
同
時
に
冊
子
「
い
き
い

き
健
診
の
ご
案
内
」
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
受
診
券
は
５
月
中
旬
に
届

き
ま
す
。
健
診
、
が
ん
検
診
に
つ
い
て

の
詳
細
は
こ
れ
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
─
３
５
１
１
）

高
齢
者
の
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
…

　

虐
待
は
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

町
内
で
も
、
年
々
相
談
件
数
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

誰
も
が
高
齢
者
の
虐
待
の
問
題
に
直

面
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
て

の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

虐
待
を
未
然
に
防
ぎ
、
助
け
合
え
る
地

域
づ
く
り
が
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
４
月
「
高
齢
者
虐
待
防
止

法
」
が
施
行
さ
れ
、
虐
待
を
受
け
て
い

る
高
齢
者
を
発
見
し
た
方
は
、
市
町
村

へ
の
通
報
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

虐
待
に
気
づ
い
た
ら
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
２
７―

６
０
６
７
）

健 康 通 信
特定健診について

ご
存
知
で
す
か
？
高
齢
者
虐
待
防
止
法

地区名 対象者 受診者 受診率
本町 1,876 554 29.5%
富奥 2,444 751 30.7%
郷 949 285 30.0%
押野 1,067 290 27.2%
町全体 6,336 1,880 29.7%

順位 町名 対象者 受診者 受診率
1 長池 33 15 45.45%
2 押越 135 55 40.66%
3 郷町 32 13 40.63%
4 清金 108 37 40.10%
5 位川 120 48 40.00%

地域の底力
～高齢者の安心を

　　　　みんなで守ろう～
…②

身体的
虐待

心理的
虐待

経済的
虐待

性的
虐待

介護・世話
の放棄・放任

☆平成 20 年度特定健診地区別
受診率が出ました
（概算数で調整中、脳ドック含まず）

4 地区ごとで見てみると、ほとんど受診率に
差はありません。

最下位の受診率は 3.5％とバラツキがあり
ました。対象者数にもバラツキがあるため
単純に比較することはできませんが、皆
さんの地域はどうでしょうか？

町名別受診率（単位：人）

地区別受診率（単位：人）
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カメラあちこち
まちの話題、あんなこと、こんなこと。

ペンギンさんと、安全確認！
「春の全国交通安全運動」４月６日～15日実施

盛況！大学出張窓口
金沢工業大学・石川県立大学　住民登録窓口

　住民基本台帳人口と国勢調査の結果をもとにした推計人口
との差が５千人近くあります。このことから、町内で新生活
を始める新入生の住民登録の促進を目的に、３月末から４月
にかけて、金沢工業大学には５日間、石川県立大学には１日
の延べ６日間、大学内に転入手続きを行う出張窓口を開設し
ました。期間中手続きをした学生数は３４５人にものぼり、
上々の結果となりました。
　住民登録することで、町民としての意識も一層高まると期
待できます。町民の皆さんも、慣れない土地で、これから生
活する大学生に温かく接していただくようお願いします。

　４月14日㈫、御経塚保育園で道路を横断するときの飛び
出し事故を防ぐ「ストップシール」貼りが行われました。参
加した年長園児らは、ペンギンさんが左右を確認しているイ
ラストに合わせて、安全確認の方法をしっかりと学びました。
　松任警察署の交通巡視員とトラくんから道路の渡り方など
を教えてもらうと、園児らは「交通事故に気をつけます」と
元気よく約束しました。
　運転する大人も、子どもの飛び出しに注意しましょう！
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身体や言葉でさまざまな感情を表現
演劇ワークショップ

　３月23日㈪、文化会館フォルテで第1回目の演劇ワーク
ショップが開催されました。
　受講者は、７歳から80歳代までと幅広い年代の男女６人
ずつの12人。プロ劇団「劇団アンゲルス」の岡井代表ら３
人が講師を務めました。受講者はストレッチや発声など演劇
の基礎を交流しながら楽しく学んでいました。29日㈰には２
回目が開催されました。

大学のあるまち「野々市」の住民による手づくり「大学校」
ののいち町民大学校修了式・修了レポート発表会

　３月24日㈫、情報交流館カメリアでののいち町民大学校の
修了式と修了レポート発表会が行われました。20年度は、151
人の受講登録者のうち、３人が発表しました。式では、村上教育
長から「これからも生涯に渡った広い学習を行い、学んだ成果
を地域社会で生かしてほしい」とお祝いの言葉が贈られ、修了
者を代表して加藤靖二さんが「生涯学習によるまちづくりの
理念に感銘してこの大学校に参加した。今後も地域が住みやす
くなるよう学んでいきたい」と謝辞を述べました。
　町民大学校の講座は今年も６月からスタートします。

「大物世話焼きさん」が地域づくりを説く！
地域福祉講演

　町地域包括支援センターが主催した、地域福祉講演会が３
月25日㈬、文化会館フォルテで開かれました。
　神奈川県のボランティアグループ「すずの会」鈴木恵子代
表が講師となり「福祉の主役はわたしたち！誰もが助け合え
る地域作りについて考える」がテーマ。同会が行っている活
動事例をもとに、有効的な地域づくりの方法について、講演
が行われました。

県内初のサイエンスキッズ選出
スーパーサイエンスキッズコンテスト

　昨年度のカメリアキッズにおいて、谷村知美さん（布水中）
の制作したデジタル絵本 ※ 「私とのっティとTrumpet」が評
価されサイエンスキッズを受賞しました。（全国109人の応
募から12人が選出）さらに、５人のスーパーサイエンスキッ
ズを選出する最終選考会が東京で開かれ、「浦島太郎の続編」
制作に取り組みました。知美さんは浦島太郎がお母さんに出
会うデジタル絵本を制作し、審査員から「おもしろいね～！」
と評価されたものの惜しくも選からは外れました。それでも
すばらしい作品と経験が残ったようです。
※創造力や発想力を引き出し、写真や音楽などさまざまなメディアを活用して、ものづくりを行うソフトウェア「スクイーク」を使用

←男女ペアになり、カニ、船、飛行機のせりふのみで即興で表現

民生委員ら約50人が、興味深い様子で聞き入っていました→
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みんなのひろば
掲載ご希望の方は…広報情報課（☎227-6056）

昨年の10月から、ふ

じひら保育園の園

舎工事が始まり、今春３

月に完成しました。工事

中は、地域の方々に大変ご迷惑をおかけしました。お

かげで、とてもすてきな保育園ができあがりました。

　３月29日㈰には、竣工式と内見会を行い、地域の方、

保護者、工事関係者など大勢が来園し、施設を見学し

ました。

　４月４日㈯は、いよいよ記念すべき第一回の入園式。

最初は、子どもたち、保護者それに職員と初対面で少々

緊張気味。あいさつと職員紹介の後、アトラクション

として職員によるミニコンサートが行われ、みんなで

楽しみました。人気アニメ「崖の上のポニョ」の曲に

なると、子どもたちから笑顔がこぼれ、なごやかな雰

囲気に。最後は、保護者総会があり、行事予定の紹介

や、役員を募りました。

　職員一同、子どもたちの豊かな感性と、個性を大切

に、明るく元気な子どもたちの成長を見守っていきた

いと思います。また、保護者の皆さんから安心と信頼

を持たれる保育園づくりに、日々努力していきます。

　今後も、たくさんの応援をいただいて、しっかりと

ふじひら保育園が歩んでいけるよう頑張ります。皆さ

んどうぞよろしくお願いします。

「はじめまして！
　ふじひら保育園です。」
           　　　 ふじひら保育園

かがやくひとみ

広
告
欄
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ぼ
く
の

夢

わ
た
し
の

夢

オススメの本

辻口　詩乃さん　
御園小学校２年

芸術家になりたい

北村　航くん　
富陽小学校２年

サッカー選手になりたい

町立図書館
野々市町本町2-14-6（☎ 248-8099）

開館時間　10：00～ 19：00

　　　　　（土日は17：00まで）　

休 館 日　毎週月・祝日

● 子ども向け

● 今月のおはなし会

図書館お役立ち情報：新しい雑誌『日経マネー』『ＳＣＲＥＥＮ』『スポーツ・グラフィック・ナンバー』どうぞご利用ください。

と　き　５月
がつ

９日
にち

㈯、23日
にち

㈯

　　　　11：00から

ところ　児
じ

童
どう

図
と

書
しょ

コーナー

カラフルな円
えん

形
けい

と不
ふ

思
し

議
ぎ

な擬
ぎ

音
おん

語
ご

で構
こう

成
せい

された静
しず

かで、賑
にぎ

やかな世
せ

界
かい

。お話
はな

を作
つく

りながら読
よ

んでもいいし、穴
あな

あき

ページに指
ゆび

を入
い

れたり、向
む

こう側
がわ

を覗
のぞ

いたりして遊
あそ

んでも楽
たの

しい。
● 今月の展示図書

テーマ　『勇気』

※期間中の展示図書の貸し出しはできませんの
で、予約をお願いします。

『ごぶごぶ　ごぼごぼ』　
駒
こま

形
がた

　克
かつ

己
み

／さく　　福音館書店

● 大人向け

大人にとって、子どもの行動には、謎
がいっぱい。でも、小さい子が決まっ
てそういった行動をとるのには、ちゃ
んとした理由があるのです。発達の専
門家が子どもに代わって疑問に答えて
くれます。これで納得。

『うちの子、どうして
　同じ服ばかり着たがるの？』

　ジョイナ・マーフィ／著　　草思社

フィリピンに楽器と気持ちを届けます
　町ライオンズクラブでは、国際友好親善事業としてフィリピンのラ
イオンズクラブと協力して同国の子どもたちに楽器を贈りました。３
月 23日㈪には、教育長室で町内の小中学校から寄せられたリコーダー
38本、鍵盤ハーモニカ 33台、しの笛７本の贈呈式がありました。
　この事業は、現地でクラブ会員の奥野さんが、音楽の授業中に児童
が口で音を出すという楽器不足の状態を知ったことからクラブとして
取り組むことになったものです。
　集められた楽器は５月中には、フィリピンの子どもたちに届けられ
る予定となっています。

楽しい絵本や
紙芝居の

読み聞かせです。
誰でも自由に参加
できます。
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都市計画道路
二日市松任線開通
　３月 29 日㈰、都市計画道路二日市松任線が開通しました。式典、
テープカットに引き続き、地元親子によるくす玉割り、白バイが
先導するパレードが行われ、訪れた地元住民ら約 100 人が完成を
祝いました。
　国道 8号線に接続し、JR野々市駅などへの利便性も高く、にぎ
わいあるまちづくりの骨格となる道路です。

　道路は北西部土地区画整理事業の一環とし
て整備され、工事費は約 20 億円
　道路の全長は 1,531 メートルで幅員 18 メー
トルの片側一車線。

Topics

JR 北陸本線

北陸新幹線

二日市松任
線

家電量販店 カー用品店

JR野々市駅

スーパー

ホームセンター

8

県道 三日市松任線

徳用町

郷町

二日市

二日市

三日市
交通機動隊

田中

リレー方式で町民の方々を紹介しています

妻は富山出身なので、子どもが
何弁を話すのか楽しみですね。

亀田　崇史さん／住吉
（写真は妻悌子さんと娘亜依ちゃん）

野々市町で暮らしてどうですか？
住みやすい町ですね。生まれてずっと住んでいます
が、都会になったと感じます。昔と変わっていない
ところを挙げるほうが難しいですね。じょんからや
野菜みこしなどは、よく見に行きます。
崇史さんの性格は？
悌子さん談）温厚で、ちょっと失敗しても怒らずに
笑いにかえてくれます。家族の中では根暗な方とい
うか、一人の時間も楽しく過ごすことができるよう
ですね。
リフレッシュ方法は？
休日に子どもと遊ぶことが最高のリフレッシュに
なっています。公園でボールやシャボン玉遊びなど
をしているときの娘と妻の笑顔を見ていると、日々
の疲れがいやされます。なので、家族と過ごす時間
を多くとるように心掛けています。
今年の目標は？
２年ほど前から活動しているフットサルチーム
「のってぃーず」が休止気味なので、復活させたい
ですね。年齢性別不問でメンバーも募集しています。
見かけたら声をかけてください。

“いきいき”
　　ののいち人

36
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海
平　

遥は
る

太た

秀
幸

陵
子
）
御
経
塚
２

小
幡　

二に

心こ

勝
敏

紘
子
）
藤
平
田
１

山
崎　

実み

心こ

寛望
）
徳
用
町

中
山　
　

泉
い
ず
み

英
一

真
知
子
）
御
経
塚
５

松
井　

遥は
る

香か

健
奈
々
）
稲
荷
４

木
村　

峻
り
ょ
う

彗せ
い

友
泉

朗
子
）
本
町
４

德
野　
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下
林
３

舟
崎　

悠は
る

久く

悠
介

優
子
）
新
庄
６

松
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幸
子
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野
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澤
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子
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本
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細
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将
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納

長
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芽め
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也

礼
子
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白
山
町

金
田
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ら
咲
日
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雄

香
織
）
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池

仲
髙
煌こ

う

太た

郎ろ
う

翔
太
郎
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や
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太
平
寺
１

沖
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い

仁と

剛
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横
宮
町
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う
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政
宏
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由
美
）
稲
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杉
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琉
り
ゅ
う
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徹
郎

昭
子
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二
日
市
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す
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凛り
ん

寿
明

藍
子
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押
野
１

大
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舞ま

桜お

祐
介

美
江
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押
野
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安
島
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い
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衣
菜
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光

希
衣
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野
６

辰
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和
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）
藤
平
田
１

室
屋
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も

か
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篤
彦

梨
沙
）
太
平
寺
１

中
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英
知

麻
美
）
徳
用
町

増
井　

陽ひ
な
た大

誠
美
保
）
藤
平
田
１

崎
田　

結ゆ

衣い

博
之

真
奈
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）
末
松
２

南　
　

琉
り
ゅ
う

太た

真
太
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）
太
平
寺
１

野
村　

海か
い

斗と
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美
加
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下
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４

竹
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う

哲
良
江
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押
野
５

錦
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渉
し
ょ
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健
男

英
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扇
が
丘

前
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る

則
光

恵
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藤
平
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田
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郎ろ
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仁
司

亜
希
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横
宮
町
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由
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重
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池

井
川　
　

聡　
二
日
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町
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え
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下
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三
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市
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子
の
名

親
の
名

住　

所

氏　

名

前
住
所

住　

所

た
か
さ
ご

氏　

名

住　

所

年　

齢

お
く
や
み

直
江　
　

武　

内
灘
町

竹
中　

里
奈　

押
野
６
）
押
野
６

山
口　

大
補　

扇
が
丘

濵
辺
え
り
子　

扇
が
丘
）
扇
が
丘

林　
　

完
和　

金
沢
市

馬
道　

裕
子　

本
町
２
）
野
代
２

戸籍の窓
H21.3.16 〜 H21.4.15 受付分

■３月末現在の人口
（　）は前月比

　人　口	 45,192 人	（＋	71）

　　男	 22,675 人	（＋	84）

　　女	 22,517 人	（−	13）

　世帯数	 18,768 世帯	（＋169）
■３月中の人の動き
　転　入	 762 人

　転　出	 698 人

　出　生	 45 人

　死　亡	 38 人
※住民基本台帳に記載されている数字
です
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ラジオ広報テレビ広報

いよいよ今日から１年生！
　　　“ともだち”できたかな？
４月７日㈫、町内小中学校で入学式が行われ、小学校
494人、中学校400人の新入生を、青空と開花した桜
があたたかく迎えました。

野々市小学校1年３組

■ 春の火災防ぎょ訓練 …………… ２
■ 公園に出かけてみませんか …… ３
■ 議会だより ……………………… ６
■ トピックス
　 二日市松任線開通　ほか ………１8

主な内容

　弥生時代の建物は、縄文時代から続く竪
たて

穴
あな

建
たて

物
もの

と掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

があり、一般的に

竪穴建物は居
きょ

住
じゅう

用、掘立柱建物は倉庫に使用したといわれています。竪穴住居は、

地面を掘りくぼめ、上に屋根をかけた半
はん

地
ち

下
か

式の建物です。

　金沢工業大学の近くにある高橋セボネ遺跡は、弥生時代後期のムラの遺跡で、

16棟の竪穴住居を発見しました。そのうちの４棟の住居からは大量の炭
たん

化
か

物
ぶつ

や焼
しょう

土
ど

の塊
かたまり

が見つかりました。炭化物は細長い形をしており、住居の中央から外へ向

かって放
ほう

射
しゃ

状
じょう

に広がっていました。この炭化物は上
うわ

屋
や

の建築部材と考えられ、火

事によって焼け落ちたと考えられます。

　昔も今も、火事には気をつけないと

いけませんね。

焼けた住居

弥生時代もこのような茅
かや

葺
ぶ

き住居
であったようです。（写真は縄文
時代の御経塚遺跡のもの）

焼失した痕
こん

跡
せき

をもつ竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

（高橋セボネ遺跡）

復元された竪穴住居


